
                     やすらぎ通信 第 83号 2022年 6月 1日発行                        

      
 

戦 

争 

と 
平 

和 
 ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
闘
が
三
カ
月
も
続
い
て
い

ま
す
。
世
界
の
人
々
は
「
早
く
戦
闘
を
や
め
て
ほ
し
い
」
の

願
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
多
く
の
国
の
人
々
が
、
頑
張
っ
て

い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
為
に
食
べ
物
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

私
達
は
こ
の
戦
い
が
二
国
間
だ
け
で
な
く
、
第
三
次
世
界

大
戦
に
発
展
し
な
け
れ
ば
よ
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
人
ト
ル
ス
ト
イ
の
名
作
に
「
戦
争
と
平
和
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
小
説
は
長
編
小
説
で
す
が
ト
ル
ス
ト
イ
は
こ

の
物
語
を
仏
教
的
思
想
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
書
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

ト
ル
ス
ト
イ
は
「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
」
で
名
声
を
得

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後 

数
十
年
筆
を
置
き
、
書
か
れ

た
の
が
「
懺
悔
」
で
す
。
多
く
の
自
殺
者
が
出
る
ほ
ど
の
驚

異
的
作
品
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
頃
、
キ
リ
ス

ト
教
ギ
リ
シ
ャ
正
教
に
入
信
し
ま
し
た
が
、
教
団
の
腐
敗
ぶ

り
に
だ
ん
だ
ん
不
信
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

ア
ジ
ア
の
仏
教
や
道
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
啓
発
さ
れ
、
菜
食

や
素
朴
な
生
活
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

又
、
彼
の
思
想
は
イ
ン
ド
独
立
の
父
と
言
わ
れ
る
ガ
ン
ジ

ー
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
非
暴
力
運
動
を
提
唱
し
た
の
は

ト
ル
ス
ト
イ
だ
っ
た
の
で
す
。
ガ
ン
ジ
ー
は
ト
ル
ス
ト
イ
農

園
と
名
づ
け
る
ほ
ど
彼
の
思
想
を
受
け
、
非
暴
力
と
い
う
行

為
で
イ
ン
ド
独
立
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。 

最
近
は
「
核
が
無
け
れ
ば
抑
止
力
に
は
な
ら
な
い
。
国
の

平
和
は
保
た
れ
な
い
」
と
主
張
す
る
国
が
増
え
て
い
ま
す
。

銃
無
し
で
平
和
は
保
た
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
折
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ジ

ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大
統
領
の
「
憎
悪
は
憎
悪
に
よ
っ
て
止
む
こ

と
な
く
、
慈
悲
に
よ
っ
て
の
み
止
む
。
こ
れ
真
理
な
り
」
と

釈
迦
の
言
葉
を
引
用
し
た
演
説
を
思
い
出
し
ま
す
。 

そ
の
大
演
説
に
よ
り
、
日
本
に
戦
争
責
任
を
課
さ
な
い
事

と
、
日
本
分
割
す
る
案
が
無
く
な
っ
た
の
で
す
。 

軍
備
に
は
莫
大
な
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
無
駄
金
で
す
。

一
方
で
は
そ
の
日
の
食
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
人
々
が
増
え

て
い
る
の
に
、
何
と
愚
か
な
事
で
し
ょ
う
か
。 

歴
史
に
多
く
を
私
達
は
学
ん
で
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま

た
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

武
力
と
武
力
の
戦
い
は
国
と
国
で
あ
れ
、
個
人
で
あ
れ
憎

し
み
が
止
む
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
大
事
な
美
し
い
地
球
を
人
間
の
勝
手
な
思
い
で
破
壊
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
皆
、
平
和
な
生
活
を
望
ん
で
い
る
の
に
、

主
義
主
張
に
脅
か
さ
れ
る
の
は
、
愚
中
の
愚
の
行
為
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
私
た
ち
は
真
剣
に
「
平
和
」
と
「
地
球
の
命
」
を
考
え

る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 

お盆号 

奇跡の一本松の根  東日本大震災の津波で陸前髙田 7万本の松原で 1本だけ残った松の根 

軒末の中 1 本残った 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

六
月 

○
草
薙
家
・
小
柳
出
家
・
水
田
家
ご
法
事 

4
日 

○
小
岩
家
・
紅
野
家
・
木
下
家
・
高
橋
家
ご
法
事 

5
日 

〇
小
松
家
永
代
供
養 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
日 

○
有
水
家
・
影
島
家
ご
法
事 

 
 

11
日 

○
勝
又
家
・
長
沢
家
ご
法
事 

 
 

12
日 

○
道
了
講 

 
 

 
 
 
 

14
日 

○
大
城
家
・
飯
田
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

18
日 

〇
岩
田
家
・
寿
家
ご
法
事 

 
 

25
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
 
 
 

28
日 

○
片
岡
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

30
日 

七
月 

○
檀
信
徒
新
盆
・
ペ
ッ
ト
新
盆
供
養 

 
 

 
 
 

2
日 

○
道
了
講 

 
 

 
 
 
 

5
日 

○
檀
信
徒
施
食
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

9
日 

○
お
棚
経 

 
 

  
 
  
 

12
～
15
日 

○
寺
盆
供
養 

 
 
 
 
 
   

 
 
 

12
・
13
・
14
日 

○
木
下
家
ご
法
事 

 
 

 
 
 
 

17
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
 
 
 

19
日 

               

八
月 

○
道
了
講 

 
 

2
日 

○
石
野
家
ご
法
事 

 
 

7
日 

○
お
棚
経 

 
 

1
・
2
・
13
・
14
日 

○
盆
供
養 

 
     

13
・
14
日 

○
地
蔵
講 

 
 

16
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

読
経
・
法
話
・
写
経 

6
時 

○
日
曜
坐
禅 

 

坐
禅
・
提
唱
・
喫
茶 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

10
時 

○
御
詠
歌 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

休
講 

 
 

 

【住
職
寺
族
行
事
】 

〇
門
池
地
区
「
福
祉
研
修
会
」
地
区
セ
ン
タ
ー
4
日 

〇
曹
洞
宗
婦
人
会
東
海
管
区
研
修
会 

8
日 

〇
竜
散
寺
本
葬 

 
 

19
日 

〇
桃
源
院
ご
法
事 

 
 

20
日 

 
 
 

               

         

  

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
４
土
曜
日
12
時
22
分 

 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

 

【
編
集
後
記
】 

地
元
北
小
林
の
自
治
会
長
、
門
池
自
治
会
会
計
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
役
が
重
な
り
、
処
理
す
る
多
量
の
書
類
に
、
閉
口

し
て
い
ま
す
。
今
さ
ら
な
が
ら
歴
代
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

頭
が
下
が
り
ま
す
。 

第
一
回
門
池
子
供
食
堂
（
カ
レ
ー
弁
当
配
布
会
）
を
ラ
イ

ヨ
ン
ゲ
ー
ト
さ
ん
の
協
力
で
行
い
ま
し
た
。 

S 

      

 

令
和
四
年
六
月
一
日  

第
八
十
三
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

愛
鷹
山 

三
明
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com

 
 

酒
か
す
地
蔵
菩
薩
祭
と
施
食
会
に
つ
い
て 

｜
お
塔
婆
供
養
｜ 

今
年
の
三
明
寺
祭
典
も
、
感
染
予
防
と
猛
暑
季
を
考
慮

し
、
屋
外
で
の
祭
典
行
事
は
行
い
ま
せ
ん
。 

本
堂
で
施
食
会
と
先
祖
供
養
は
お
勤
め
し
ま
す
。 

ご
先
祖
様
の
お
塔
婆
供
養
を
お
建
て
下
さ
い
。 

参
拝
に
は
各
自
の
対
応
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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釈尊誕生仏 花御堂 

  

宗務所婦人会総会・研修会 4/13   

第 128回じぞう寄席 5/29  古今亭菊之丞師匠(右)と二つ目古今亭祐さん(左) 

メモリアルガーデン落成式 3/22  東名沼津 SA 近くの霊園です 

 ご法事にお出かけの皆様も折り紙で花を作りました 

メモリアルガーデン落成式 3/22  東

名沼津 SA 近くの霊園です 

長泉くすのき学級講演 5/20  

「におい袋」をお寺でご一緒に作りませんか 

土曜写経会 写経の前に坐禅・読経・ラジオ体操 

メモリアルガーデン落成式 3/22  

東名沼津 SA近くの霊園です 

ひとり親家庭の子どもたちに 第 1回 門池子ども食堂 

 
木魚をたたいて般若心経を読みます 

メモリアルガーデン落成式 

3/22  東名沼津 SA 近くの霊園です 

  べルフォーレ 300 人  

RAI４GATE(ﾗｲﾖﾝｹﾞｰﾄ)さんご協力の カレー弁当 
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春彼岸会 3/21 蔓延防止措置期間中のため､ご参列を控えさせて頂きました  お経の始まりの合図 

 

 

得度式 3/21  女性お二人が仏門に入るための入門式を行いました 

3/23 

 

沼津メモリアルガーデン落成式 3/22  東名高速「愛鷹」PA 近くの霊園です 

  門池の春 桜の季節

 


